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令和5年度のごみ量をお知らせします

ごみ減量のヒントを探る～最新の組成分析調査から～ご
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武蔵村山市
ごみ情報誌

収集ごみ量（トン）
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可燃ごみ内訳（重量比※２）

令和３年度と比較して、 令和３年度と比較して、

一人・１日あたりごみ量（グラム）
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皆様のご協力のおかげで、令和５年度の武蔵村山市での収集ごみ量は、約 14,894ｔ／年
となりました。市民一人・１日あたりでは 573.3ｇ／人・日に換算されます。
有料化・戸別収集実施前の令和３年度と比較したグラフは下図のとおりです。

分別の徹底や拠点回収スポットを利用してごみ減量を進めることで、皆様のお財布と環境に
優しい社会を目指しましょう！
次のページでは、市内の拠点回収スポットをご紹介しますので、ぜひご活用ください！
引き続き、皆様のご協力をお願いいたします。

令和６年２月に組成分析調査※１を実施しました。今回は可燃ごみの調査結果からごみ減量
のヒントを探ってみましょう！

可燃ごみ以外のものが混入している！
　ペットボトルや容器包装プラスチック（食品トレイ）等、
可燃ごみ以外のごみや資源物も混入されており、分別の
徹底や拠点回収スポットを利用することで、さらなるご
み減量につながります。

可燃ごみは、約半分が生ごみ！
　日本の食品ロスは、年間で 472 万ｔとされています。
※令和４年度推計値
　生ごみの内訳は以下のとおりです。

※１　市内から出るごみの一部を開封し、ごみの内訳等を調べる調査
※２　 一部の値で小数点２位以下を四捨五入しているため、合計値は
100 にはなりません

【一人・１日あたりごみ量の算出方法】
収集ごみ量÷各年度の日数（令和５年度は366日）÷各年10月1日
時点の人口をグラムに換算。小数点２位は四捨五入しています。

2,666ｔ減量！ 95.5g減少！
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粗大ごみの電子申請システムが

新しくなりました！　　　申し込みは

こちら ＞＞

【操作方法❶～❽】

発行   武蔵村山市環境部ごみ対策課   〒208-8501 武蔵村山市本町一丁目１番地の１
TEL   042-565-1111（内線 292・293）    FAX   042-563-0793

❶ 画面の注意書きを確認し、
「次の画面へ進む」をクリック

❹ 品目を選択します。

❻ 案内画面を確認し、
「次の画面へ進む」をクリック

❽ 問題無ければ「送信」をクリック

この情報誌は再生紙を使用しています。

❼ 今までに入力・選択した情報が表示されますので、誤
りが無いか確認します。

❺ 全て選択後、「次の画面へ進む」をクリック

❸ 収集の希望日を選択したら、
「次の画面へ進む」をクリック

申請日の７日後から
２１日までの範囲で、
３つまで選択できます。

２個目の入力を「あり」と選択
すると、２つ目の品目を選択を
することができます。
※最大５つまで選択可

この時に、申し込んだ品目の
料金を控えておいてください

申し込みは以上です。別途、ごみ対策課から収集日
を記載したメールを送信します。

❷ 「必須」欄を入力して、
「次の画面へ進む」をクリック

市のホームページは

＜＜ こちら 

https://www.city.musashimurayama.lg.jp

粗大ごみになる前に、

リユースも検討を！
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